
梶
田
進
議
員
は
、
９
月
６
日
、
日
本
共
産
党
議
員

団
を
代
表
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
東
日
本
大
震
災

の
ガ
レ
キ
処
理
、
障
害
者
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
町
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ガ
レ
キ
処
理
の
要
請
は

梶
田
進
議
員
質
問

３
月
11
日
、

午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
，
死
者
，
行
方
不
明

者
２
万
名
を
超
す
、
未
曾
有
の
大

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福

島
第
一
発
電
所
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
能
汚
染
は
、
事
故
発

生
後
６
ヶ
月
を
経
た
現
在
に
お
い

て
も
、
収
束
の
め
ど
が
た
た
ず
、

国
民
の
不
安
は
広
が
る
ば
か
り
で

す
。放

射
能
汚
染
さ
れ
た
、
ガ
レ
キ

の
処
理
な
ど
の
要
請
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

１
千
ト
ン
の
受
入
を
回
答

答
弁

放
射
能
汚
染
し
た
ガ
レ

キ
の
処
理
要
請
で
は
な
く
、
「
災

害
廃
棄
物
処
理
」
の
受
け
入
れ
要

請
が
あ
り
、
常
武
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
受
け
入
れ
可
能
量
を
１
０

０
０
ト
ン
と
回
答
し
ま
し
た
。

梶
田
進
議
員
質
問

焼
却
灰
・

飛
灰
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

が
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下

の
場
合
、
管
理
型
処
分
場
へ
の
埋

立
て
可
能
と
い
う
判
断
を
環
境
省

は
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
弁

環
境
省
よ
り
示
さ
れ
た

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下
と

い
う
基
準
は
、
埋
立
て
処
分
が
可

能
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
こ
と
は
、
復
旧
、
対
策
に
向
け
、

一
歩
前
進
し
た
と
思
い

ま
す
。

梶
田
進
議
員
質
問

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
以
下
の
問
題
は
、
発

電
所
内
で
保
管
す
る
基

準
と
、
発
電
所
外
で
処

理
す
る
場
合
の
基
準
の

数
値
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在

す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
が
問
題
で
す
。

発
電
所
内
の
保
管
基

準
が
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
以
上
、
焼
却
灰
・

代表質問を行う梶田進議員（９月６日）

飛
灰
埋
立
て
基
準
が
８
０
０
０
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。焼

却
灰
・
飛
灰
の
焼
却
前
の
汚

染
濃
度
を
試
算
す
る
と
、
約
２
４

０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
で
す
。

こ
の
数
値
の
是
非
を
、
国
、
県

に
質
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
う

え
で
、
受
け
入
れ
な
い
と
、
後
々
、

大
き
な
問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

答
弁

今
後
の
知
見
、
検
証
を

見
て
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

国
、
県
の
動
向
に
対
し
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。

梶
田
進
議
員
質
問

愛
知
県
内

で
、
大
震
災
ガ
レ
キ
の
焼
却
処
分

が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
生
じ
る
、

焼
却
灰
・
飛
灰
が
衣
浦
港
３
号
地

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
、
一
般
廃

棄
物
と
し
て
埋
立
て
処
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
持
ち
込
み

時
の
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

答
弁

愛
知
県
や
ア
セ
ッ
ク
で

は
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

お
そ
れ
の
あ
る
ガ
レ
キ
処
理
基
準

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
、
愛
知

県
と
ア
セ
ッ
ク
に
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

梶
田
進
議
員
質
問

衣
浦
港
３

号
地
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
、
一

般
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
場
合
、

現
在
の
受
け
入
れ
基
準
で
は
放
射

性
物
質
を
受
け
入
れ
る
基
準
が
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
低
限
の
受
け

入
れ
基
準
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
ま

す
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
。

答
弁

基
本
的
に
は
、
住
民
の

安
心
、
安
全
を
守
る
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
こ
と
を
、
基
本
と
し
て

対
応
し
ま
す
。

応
益
負
担
か
ら
応
能
負
担
に

梶
田
進
議
員
質
問

障
害
者
の

利
用
料
が
、
原
則
１
割
か
ら
応
能

負
担
に
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

障
が
い
者
本
人
・
家
族
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す

か
。答

弁

利
用
者
負
担
の
上
限
が

設
定
さ
れ
た
の
で
、
生
活
保
護
世

帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
、
負
担
上
限
が
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
現
行
の
運
用

を
法
律
上
明
確
化
し
た
も
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
大
き
な
影
響

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

発
達
障
害
が
法
制
化

梶
田
進
議
員
質
問

発
達
障
害

が
新
た
に
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
町
の
対
象
者
は
何
人
と
な
り
ま

す
か
。

答
弁

「
あ
お
ぞ
ら
園
」
の
12

名
が
対
象
で
、
従
来
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
な
ど

は
、
従
前
ど
お
り
支
援
法
対
象
者

と
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
新
設

梶
田
進
議
員
質
問

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
入
所
者
支

援
（
費
用
助
成
）
、
重
度
視
覚
障

害
者
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
が
新
設
さ

れ
ま
す
。
本
町
の
対
応
は
？

答
弁

今
年
10
月
１
日
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

利
用
者
の
家
賃
に
つ
い
て
、
月
額

１
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る

と
と
も
に
、
重
度
の
視
覚
障
害
者

を
対
象
と
し
た
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
新
し
く
「
同
行
援
護
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
国
の
指
針

に
基
づ
い
て
、
実
施
し
て
い
き
ま

す
。梶

田
進
議
員
質
問

新
た
に
追

加
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
武
豊

町
障
害
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
を

ど
う
と
り
ま
す
か
。

答
弁

「
同
行
援
護
」
な
ど
新

た
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

利
用
者
数
、
事
業
者
の
体
制
等
を

確
認
し
、
策
定
を
進
め
て
い
る

「
第
３
期
計
画
」
に
盛
り
込
む
予

定
で
す
。


